インターネットトラブル防止すごろく講座　講座プラン
京都府消費生活安全センター
〇講師役（スタッフ）の人数による役割分担（一例）
（１）スタッフ２名で行う場合　（子ども達だけですごろくの進行ができる場合は、２名でも可能）
・基本的に１名で進行し、すごろくの各マス目やクイズの解説は、すごろく終了時にまとめて行う
・もう１名は、すごろくを進行している時に各班の様子を監督する
（２）すごろくの班数以上のスタッフを確保できる場合
　・総括役１名が進行し、各班ですごろくの進行に合わせてスタッフから各マス目やクイズの解説を行う

〇講座の流れ（45分間）
	時間
	内　容　　（赤字は説明例）

	3分
程度


	＜講座開始＞
・あいさつ、すごろく講座の目当てを説明
「この中に、ゲーム機でゲームをしている人は？スマホやタブレットを使っている人は？
ゲームやSNSは楽しいですよね。でも、間違った遊び方をしていると、たくさんの危険があります。楽しく安全にゲームが遊べるよう、正しい遊び方を学びましょう！」

	３5分
程度







	＜すごろく＞
・班に分かれてもらう　（推奨：子ども５～６名まで／班）
・各班ですごろく開始（各班で進行）
　　・子どもにコインを配って、各自10枚あるか子ども自身に確認してもらう
　　　（受け取るお金、支払うお金の確認する習慣を身に付けるため）
　　・じゃんけんをして、サイコロをふる順番と自分のコマを決定。すごろく開始！
　　・講師役は、各マス目、クイズカードごとに、解説書を参考に説明
・すごろくが終わった班は、ワークシートを記入してもらう
すごろく終了予定の時間まで、感想を聞く/使っていないクイズカードを使ってとクイズをするなどで、時間調整する
※参加者のワークシートは後で回収。この時点ではそのまま持っていてもらう（後で成績発表）
・終わらない班は、強制終了（キリのいいマス目にゴールを設定）→ワークシート記入
＜すごろく、ワークシート記入終了＞

	7分
程度
	＜すごろく成績発表＞
・子どものコイン数が多い/少ない順に、手を挙げてもらう
（コイン数が多い子どもに、「スマホの使い方が上手です」とほめて、全員で拍手する）
＜まとめ、総括＞
・子ども数名に感想を聞く
・総括「これだけは覚えて帰って欲しいと思うこと」
「ゲームは楽しいけど、たくさんの危険があることを学びました。では、どうしたらよいでしょう？
　→お家の人と、スマホやゲームをするときのお約束を決めましょう。
　　　お約束を守って、楽しくスマホやゲームをしましょうね。
　　　もしも、課金などのトラブルに巻き込まれてしまったら、すぐにお家の人や、188（いやや）に相談することも覚えて帰ってください」

	
	＜講座終了、ワークシート回収＞



